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活動の前兆・・・始まり
【男性助産婦導入問題】

活動の始まりは２０００年春、「助産婦資格の男子への対象拡大」が新聞に
掲載されたことが発端でした。

一般市民だけでなく、当事者の助産婦にとっても寝水に水。男子への対象拡
大がなぜ必要なのだろうという強い疑問、これを契機に、男性助産士導入の賛
否やお産のあり方、環境に関する多様な議論が日本各地で起き、産む女性たち
の声を衆参両院の議員に届けるという活動に発展しました。国会の場でもお産
環境をめぐる活発な議論が行われました。このときの活動の中心となった人たち
が「ＮＰО法人お産サポートＪＡＰＡＮ」の発起人となりました。
私たちは発起人として活動する中で、より良いお産の環境を実現するために
は、専門家だけでなく、当事者、家族、様々な立場の人たちとの意見交換、情報
の共有、具体的な方向性を見いだしていくことが必要であることを学びました。
その上で、出産環境に関して得られた情報を多くの人に発信し、政策を提言す
ることが不可欠であるという認識に至りました。

２年間の準備期間を経て、「ＮＰО法人お産サポートＪＡＰＡＮ」誕生。



会の目的と活動
私たち「ＮＰО法人お産サポートＪＡＰＡＮ」は、女性の出
産環境を守り、その環境を改善すべく政策提言を続けてい
る、女性・多職種・研究者等の団体です。男性助産士問題
に取り組む有志により、市民活動の視点からお産の問題
に継続的に取り組んでいこうと、２００２年３月３０日に特定
非営利活動法人として出発しました。

目的は、「すべての産む女性とその家族が幸せなお産を
体験することができる社会の実現に寄与すること」、事業を
通してお産環境の改善を目指しています。



活動は現場で、地域で、教育で、
女性の声を政策につなげる

２００２年６月

「エイボン・グループサポート」の助成グループに首位で選
ばれ、滋賀県で開催された「いいお産の日in滋賀」では「癒
し癒されお産体験コーナー」を設け、女性たちの声をまと
めました。

さらに、お産のケアの担い手である助産師の教育に関す
る問題を検討し、その結果「女性に支持される質の高い助
産教育への転換に関する請願」を掲げた署名活動を行い、
衆議院に３５，０５４名、参議院に３６，２６６名の署名を届
けました。













産む環境を守りたい
２００６年３月から
「出産の安全を確保するために、看護師等の内診や助産
行為に反対する請願」と「産む女性が出産場所の選択肢を
確保すると共に、安全の保障をするための請願」署名、およ
び「助産所と自宅における出産の安全の確保と支援に関す
る請願」署名の２種類の署名活動。

現在は、出産場所の集約化にともない、産む女性が身近
で安心できる出産の場所をみつけられず、継続的なケアや
必要な医療が受けられない事態に対して、その改善に向け
て積極的に活動し、国会議員・行政担当官との助産問題に
関する勉強会を継続して開催。



事業内容
(1) よりよいお産環境の啓発事業

①ニュースレターの発行

②よりよいお産に関するイベント、お産に関する研修会・シンポジウム・お産体
験の交流会の開催事業

③ホームページの開設・運営

④お産教育および性教育に関する講師派遣

(2) お産と性に関する相談・情報提供事業

①産む女性およびその家族を対象とした相談・情報提供事業

②思春期の人を対象とした性に関する相談・情報提供

(3)お産環境、お産体験に関する調査・研究および政策提言活動

①出産場所・施設に関する調査研究

②助産師養成制度に関する調査研究

③幸せなお産やお産での傷つきなどの出産体験の聞き取り調査

④お産環境に関する政策提言



ニュースレター 準備号 2002年

J0 2002.1.24
●参議院厚生労働委員会を傍聴して／厚生労働委員会審議を
機に出産環境の改善を／本の紹介 『21世紀のお産を考える－
2000年男性助産婦導入問題から』

J1 2002.1.24 ●国会で出産環境の改善めぐり議論

J2 2002.1.28
●名称改正提案の裏に隠された15年前の「看護制度改正方
針」

J3 2002.1.28 ●女性は出産がいいとき子どもがいとおしくて

J4 2002.2.16
●「男性助産婦導入」問題、私はこう思う－緊急アンケート結果
報告第1弾

J5 2002.2.16
●「保助看一本化」問題、私はこう思う－緊急アンケート結果報
告第2弾

J6 2002.2.16
●女性に寄り添う「助産婦」をなくさないで－緊急アンケート結果
報告第3弾

Ｊ・・・準備号



ニュースレター 1‐6号 2002年

1号 2002.3.30
●お産環境の改革を・女性たちの声を政策に －お産サポート
JAPANスタート

2号 2002.5.30
●お産サポートJAPAN発会式に70名が参加／会員の声 「助
産婦さんはどこにいるの？」「一人ひとりに目を配れない自分が
切なくて」

3号 2002.6.10 ●私は「お産サポートJAPAN」のここに期待します

4号 2002.9.6
●「受け手」の願望と無縁な改革 「助産師」への名称変更の意
味するもの／医療を変えるのは消費者

5号 2002.9.6 ●助産教育の知識と技術の分離ねらう「卒後教育」制度化提案

6号 2002.11.25
●男女平等とは等しく人権が尊重されること 「男女雇用平等と
男性助産婦問題」／学生を良質なケアの提供者に育て上げる
のは教員の責任



ニュースレター 7‐11号
2003‐2004年

7号 2003.1.15
●私の性とからだは私自身 「産む環境とリプロダクティブ・ヘ
ルス／ライツ」／カイロ行動計画に圧倒的支持 拒絶された米
国の強硬姿勢

8号 2003.1.16 ●おっぱいルームだより

9号 2004.3.7

●男性導入反対が(社)日本助産婦会会員の総意 「書面総会
決議無効確認裁判」／男女共同参画と「看護師」「助産師」問題
／女性に支持される質の高い助産教育へ転換を／ 「助産の
高度専門職大学院の認可請願署名を」

10号 2004.4.7
●女性が美しく健康で、力強く生きる －エイボン・グループサ
ポートの助成グループに選ばれる／NPO法人への改組を決定
2003年総会／国会議員から応援メッセージ

11号 2004.4.30

●ホームページ本格公開開始／ちょっとサポートがあれば子
育ても上手にできる 助産院の出産ケアと児童虐待／助産師
会 会の民主的な運営と妊産婦に配慮した温かい出産環境へ
の努力を約束 －男性助産婦裁判－



ニュースレター 12‐17号
2005‐2008年

12号 2005.3.15

●9回下回れば「10回程度」に満たない 円より子議員の
「助産師に関する」質問主意書に政府が答弁／助産実習で
のぼる10例の階段／助産師学科廃止条例は可決されたけ
れども－滋賀県での県立総合保険専門学校助産学科存続
運動の経験

13号 2006.2.23
●産科における看護師等の業務に関する意見書／子ども
一時預かり施設 ぱあばサービスピノキオ

14号 2006.9.5
●寄稿／岩手での開業をめざして／シンポジウム報告「地
域で産みたい！産む人にとってよりよい助産システムを考
える」

15号 2007.2.15
●臨時総会とシンポジウムの報告：お産と地域医療を考え
る会／話す人、聞く人に満ちた熱いエネルギー

16号 2007.8.25
●医療法第19条の廃案を求める請願署名(助産師の開業
権を守って。全国から10万の署名が寄せられました

17号 2008.5.20
●特集：産みの現場どうなる？医療法第19条改正されて1
年たって現場はどう変わっているか



ホームページから



ニュースレター 18‐22号
2009‐2011年

18号 2009.1.20
●特集：産科医療保障制度を問う！「産科医療保障制度」
の問題点／新しい年、女性の「産み育てる」という原点に

19号 2009.12.20
●2009年度総会 勝村氏の講演を聞く「子どもの命に意味
を持たせたい」 産科医療の安全のために

20号 2010.6.15 ●医療法第19条改正に伴う見直しを！
21号 2010.12.20 ●日本のお産政策を考える 中山まき子氏講演(神戸)
22号 2011.3.22 ●7月に被災地を訪問／Mオダン博士の講演を聞いて

これから・・・、これからも・・・


